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       継続と改革 

例会日 毎週水曜日 12：30～   例会場 ホテルシーズン日南 

住 所 日南市園田3-11-1   TEL 0987-22-5151  FAX 0987-22-9588          会長 黒岩久登 

基本的教育と識字率向上月間/ロータリーの友月間 

第3346回例会 №09 2023.09.13  曇り 

点鐘・国歌・ロータリーソング 12時 30分    「それでこそロータリー」 

四 つ の テ ス ト  日髙章太郎 君 

ビ ジ タ ー 中川彰伸君（宮崎東RC） 

例 会 行 事 委員会アワー（雑誌会報広報委員会） 

 

会長時間 

今日は月に一度はしなければいけないロータリークラブについての話をさせて頂きます。 

まず、9月のロータリー特別月間は「基本的教育と識字率向上月間」となっており、2014年10月RI理事会に

よって定められました。地域社会で基本的教育を普及し、識字能力を高める為のプログラムを支援し、地域

社会の参加を促進、成人識字率の向上、教育における男女格差を減らすための活動、基本的教育と識字率向

上に関連した仕事に従事することを目指す専門職業人のための奨学金支援を強調する月間である、としてい

る。 

また、9月は日本独自にロータリーの友月間と定められています。雑誌月間の廃止に伴い2015-16年度より

日本独自に、9月を「ロータリーの友月間」とした。ロータリー地域雑誌と呼ばれるロータリーの友は全世界

に31誌ある地域雑誌でその目的は地域の特徴ある活動をその地域のロータリアンが共有することである。ま

た、「The Rotarian」の中からいくつかの記事をすべての地域雑誌にも掲載しているのは、全世界のロータ

リアンが共通して知っておかなければならないためである。会員の義務でもある雑誌の購読や記事紹介を会

員に強調する月間でもある、としています。本日の委員会アワーはちょうど雑誌・会報委員会担当ですの

で、いいお話を聞くことができるものと期待しております。 

また、来月開催されます地区大会においての決議事項が届いておりますので紹介します。 

決議第1号は、「国際ロータリー会長推進の件 」で、ゴードン・マッキナリー国際ロータリー会長は本年

度のテーマを「Create Ｈope In The World」（世界に希望を生み出そう）と掲げられました。私達はこの

テーマのもと奉仕の実践を通してあらゆる場面で希望を生み出す努力をしてきたことを確認し、引き続き会

長テーマの実践を推進することを決議します。 

決議第2号は、国際ロータリー会長に対し会長代理派遣に感謝する件 

決議3号以下は、国際ロータリー会長代理夫妻に感謝する件、直前ガバナー山之内文治氏に対し感謝する

件、国際ロータリー第3661地区および第3482地区との姉妹盟約を継続する件、DEIへのコミットメントを再確

認し行動する件、ロータリー国際大会へ参加を推進する件、次年度地区大会を霧島市で開催する件、地区大

会ホストクラブに感謝する件の9決議の予定です。 

次に交換留学生の案内の概要をお話します。派遣期間は来年8月から約10ヶ月とし、次世代を担う若者が海

外での様々な体験を通して、自らの国際理解を深め、国際親善に寄与していくことを目的としています。応

募資格は①地区内ロータリークラブの推薦するロータリアンの子弟、インターアクトクラブもしくは各ロー

タリークラブの公募による優秀な学生。②出願時に中学３年から高校1，2年生（15～17才）であること。

2024年8月31日時点で18才以下の人。③本人および家族が本プログラムの主旨を十分に理解し、訪問国ホスト

クラブ・カウンセラー・ホストファミリー・学校と協調でき、帰国前後も受け入れホスト家族として、この

事業の推進に協力頂けること。④約1年間の留学生活に耐えうる健康な精神と体を持ち、学業成績が優秀で留

学生としての品格と向上心を保ちうる生徒。⑤保護者の承諾があり、学校長および地区内ロータリークラブ



の推薦を受けることができる人。⑥派遣までの期間に委員会が行うオリエンテーションに参加できる人。⑦

派遣国へ渡航可能な人。渡航先の法律、学校、受け入れロータリー地区の規則を守れる人。⑧交換学生（ィ

ンバウンド学生）のホストファミリーとなれる方。支援金があります。以上です。 

留学生制度は国際ロータリーの中でもポリオ撲滅に並ぶ意義ある事業ではないでしょうか。最後に規定審

議会への「制定案の提出」についてです。3年に１度開催される規定審議会が、2025年4月に開催され、2023

年12月31日までに制定案を国際ロータリーに提出しなければいけません。 

 組織規定を改正するよう全てのクラブまたは地区が制定案を5件まで提出できます。クラブが制定案を提出

する場合は、地区に送る前に、クラブ理事会がまず制定案を会員に提示し、クラブで採択し、2023年10月31

日までに、ガバナー事務所へ提出となります。この時、提案者は「趣旨および効果の声明文」を550～600文

字程度でまとめる必要があります。詳細な説明文は何ページにも及びますのでこの場で全ては紹介できませ

んが、規定ついて改正要望のある方は是非理事会までお知らせ下さい。一緒に検討していきましょう。 

ちなみに2022年度の規定審議会に提出された提案をご紹介します。2730地区からは三つの提案がなされま

した。まず、加治木ロータリーから「例会の休会判断、および連続休会の根拠を明示する」というもので、

コロナ禍によりロータリークラブにおいては、例会のあり方を含めその進め方に戸惑いを覚えているのが実

態である。それは、定款の定める休会する際の理事会判断に迷いを生じる表現となっていることに起因す

る。この際、休会判断の根拠を明確にし、また、連続休会の制限根拠をわかりやすく示す事によって、それ

ぞれのクラブがコロナ禍にあって、新しい例会の持ち方など、創意工夫することによってクラブ活動全体が

活性化するものと思料する。という内容のものでした。当クラブでも判断が難しい時期がありましたよね。 

二つ目はガバナー事務所から提出された「同じ年度に欠席をメークアップする規定を例会の定例の時の前

14日または後14日以内に変更する」というものです。現在、出席率の算出がクラブの柔軟性により統一され

てない状況にあり、出席率の取り方において公正さがない。又、同じ年度に欠席をメークアップするという

長期にわたる規定のため、年度末に出席率を算出することになり、本来の出席率の趣旨が形骸化している。

ロータリークラブにおいて、例会は大変重要な要素で、出席率も同様である。出席率は、ロータリー活動を

する上で、会員の意欲を高めることにも繋がっていると考える。上記提案は、より意欲的にロータリー活動

に取り組む会員を増やしていく事を目的としている。同感ですね。理事会でも時々話題に上がる事案でし

た。 

最後は、鹿屋西ロータリークラブからの、「40際未満の会員のＲＩ人頭分担金をローターアクト会員と同

額にする」というものでした。ローターアクトクラブがＲＩの加盟クラブになったことを受け、より多くの

若い会員を増やすことを目的とする。40才未満の若い会員が、会費の軽減を図ることにより、ロータリーク

ラブへ入会しやすくなる。現在、ロータリークラブにおいて、若い会員を増強し、育成していくことは、ロ

ータリークラブの活性化に繋がり、存続、発展していくうえで急務かつ不可欠と考えるというものでした。

読んでみると、同じロータリアン同士、考え方は同じですね。同感できるものばかりでした。思うところが

あれば当クラブからも発信できればと思います。 

 

幹事報告 

1．2023-24年度ロータリー奉仕デー「海岸美化プロジェクト」海ごみ問題国際ロータリー・3地区共同BIG

対談コロキウム(参加申込について)の案内が届いております。参加を希望される方は、名簿の方に記載

願います。 

 2．第 2730地区 地区青少年交換委員会から、「青少年交換留学生募集チラシ」が届いておりますので回覧

致します。万一、希望者がある場合は、募集要項に従い申込をお願います 

 3．一般財団法人 比国育英会バギオ基金より、「バギオだより 9月号」が届いております。 

 

委員会報告 

 わかば奨学会 今年度わかば奨学生6名決定の件 10月18日 例会 奨学金支給 

        奨学生 

日南高校     根木ひなた（ねき ひなた）普通科 2年生 

日南振徳高校   板東大士朗（ばんどう だいしろう）情報ソリューション科 １年生 

日南看護専門学校 坂元小華（さかもと こはる）2年生 

宮崎福祉医療カレッジ 力衛美月（りきえ みつき）介護福祉科 1年生 

日南学園高校   新屋敷愛音（しんやしき あいね）看護科 3年生 



日南学園高校   松田怜央菜（まつだ れおな） 理数科2年生 （敬称略） 

70周年実行委員会 70周年記念時計塔は日南市運動公園駐車場に設置することとなりました。何故、時計

塔なのか。ただ単に時を知らせるだけでなく、日南ロータリークラブがこの地で社会奉

仕活動を通して地域貢献してきた 70年という時を刻んできたこと。そして、これから

100 周年に向けて新たな時を刻んでいってほしい願いを込めて時計塔を設置させて頂

きます。何卒、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 

スマイル 

 竹井 崇利君  就職支援セミナーが宮日に掲載されました。今回は、15 名の会員に参加を頂きました。

ありがとうございました。 

日髙章太郎君  就職支援セミナーの宮日新聞記事で、後姿ではありましたが一番デカク写っていました。 

 

例会行事     委員会アワー（雑誌会報広報委員会）  

 今月は、基本的教育と識字率向上月間/ロータリーの友月間です、今日の委員会アワーはロータリーの友に

ついてお話をしました。ロータリーの友の詳しい情報として、「ロータリーの友」のホームページを開き、お

知らせをクリックして、『友』編集からのお知らせで、ロータリーの友手引書をクリックすると詳しい情報が

出てきます。 

 又、『友』電子版は、ＩＤとパスワードが必要です、事務局で確認してください。 

 

出席率報告 

  会員数 出席免除 出席定数 ＨＣ出席 ＭＵ 欠席 出席 出席率 

  今 週 30  8 (2) 24 21 0 3 21 87.50％ 

 出席免除 落丸、清水、土屋、野﨑、古澤、渡邊 

 先取ＭＵ  

欠 席 榎木田、黒武者、齋藤(奈 )々 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局〒887-0014 日南市岩崎3-4-2 Itten堀川ビル2F創客創人センター内TEL0987-22-3363・FAX0987-22-3515 

会長：黒岩久登  副会長：簗瀬 敦  幹事：井野畑善順  雑誌会報広報委員長：河野通郎 

雑誌会報広報委員会より   原稿は、ocame@wing.ocn.ne.jpまで送信してください。 
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